
－1－ 
 

数数学学指指導導ににおおけけるるジジググソソーー法法をを活活用用ししたた  
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１１．．背背景景とと目目的的  

平成 29年 3月に小中学校の，平成 30年 3月に
高校の新しい学習指導要領が公示された。そこでは

主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニン

グ）による授業改善を通して「これらからの時代に

求められる資質・能力」を育成しなければならない

ことが述べられている。主体的・対話的で深い学び

を目指す指導法の一つとして，ジグソー法がある。

例えば，数学指導においては，飯窪ら（2017）が知
識構成型ジグソー法を，成瀬（2918）が事例収集型
ジグソー法を提案するなど多数実践が行われてい

るが，「学習課題をどう選定するのか」や「学習内

容や学習活動をどう構成するのか」など実際に数学

指導においてジグソー法を実践するには課題も多

い。そこで，本研究では，高校の数学指導において

より主体的・対話的で深い学びを促すために，従来

のジグソー法を参考としながらも独自の工夫を取

り入れたジグソー法を開発し，それを活用したアク

ティブ・ラーニングの授業展開を提案し，指導実践

を通して，その有効性と課題を考察する。 
 

２２．．研研究究のの方方法法  

1)  ジグソー法を活用した数学指導の先行研究を
調査し，その結果をもとにジグソー法を活用した

アクティブ・ラーニングの授業展開を提案する。 
2)  提案した授業展開をもとに，授業実践を行い，
授業のビデオ記録と質問紙調査を分析し，有効性

と課題を考察する。 
 

３３．．結結果果とと考考察察  

11)) ジジググソソーー法法をを活活用用ししたた数数学学指指導導のの先先行行研研究究  

飯窪ら（2017）は，知識構成型ジグソー法を提案

し，それは表 1 のような 5 つのステップでの授業
の流れで進められる。この授業の特徴は，授業前後

（Step1と Step5）で同じ問いに対する解答を 2回
書いてもらうことにより，一人ひとりの学びの深ま

りが評価できるところにある。この問いは生徒が簡

単には解決できない問いを選定しなければならな

い。 
表表11  知知識識構構成成型型ジジググソソーー法法（（飯飯窪窪らら22001177））  

知識構成型ジグソー法 
Step1 個人思考（見とおし） 
Step2 エキスパート活動 
Step3 ジグソー活動 
Step4 クロストーク 
Step5 個人思考（たしかめ） 

 
成瀬（2018）は，事例収集型ジグソー法を提案し，
それは図 1 のような授業の流れで進められる。こ
の授業の特徴は，授業者が意図した学習目標・テー

マを達成するための例を収集することによって，帰

納的に一般化や抽象化を促すことを目的とすると

ころにある（図 1）。 

 
図図11  事事例例収収集集型型ジジググソソーー法法（（成成瀬瀬22001188））  

開催時期については，生徒の実習や進路学習と

の関係もあるので検討が必要である。事業に関わ

って，ブースでの活動は事業所に一任したが，体

験から実施してもらうのが良い，また，タイムコ

ールの仕方も工夫が必要との反省がなされた。 

 

５５  考考察察  

「卒業後の進路や生活のイメージとして，福祉事

業所のサービス内容および先輩利用者の様子等を

知る」目的で開催された「体験・面談会」は，教員

による評価及びＣＳ分析の結果から，事業所を理解

する取組であったことが明らかにされた。また，事

後学習において，生徒が多くの事業所について理解

を深めることで進路選択や自分の課題を見つめ，前

向きに取り組もうとする態度が育っていることも

成果としてあげられる。 

これを踏まえ，「体験・面談会」のキャリア教育

上の体系的な位置づけを検討する。ＣＳ分析の結果

や自由記述にも見られるように，教員は，生徒に対

して，高等部１年生段階で事業所を知ることを求め

ている。これは，その後の実習や進路に関係し，社

会への接続にあたる高等部での進路学習の充実に

つながるとの考えに因るものであった。そのうえで，

進路学習の単元を想定するならば，「体験・面談会」

は，展開内容として位置づけることがよいと考えら

れていた。 

このことは，キャリア教育上の体系的な位置づけ

としての全体像自体が明示されていない現状にあ

って，今後の検討の足がかりになるであろう。 

 なお，近年，全国的に見ても知的障害特別支援学

校の高等部の生徒数が増加し，実態が多様化してい

る。すなわち，一人一人の生徒の実情に合わせた進

路指導の充実が求められている４）。このことを踏ま

え，今後の課題として，以下を挙げる。 

 

① 「体験・面談会」の有効性についての精査が必要

である。特に，事業の目的とした「実習先および進路

選択の一部とする」との内容については今回未着手で

あった。 

② 系統性のあるキャリア教育を行うためにも各学

校における進路学習の計画が必要である。そのなか

で，「体験・面談会」については，多様な生徒の実情

に応じて改善するなど，ＰＤＣＡサイクルに基づいて

より効果的な取組にすることが求められる。 

③ 「体験・面談会」の実践的課題として，ブースで

の活動では，作業体験から説明という流れを固定化す

るなどの具体的要領に関する改善が必要である。 
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また，これは知識構成型ジグソー法の一部と捉え

ることもできるが，Step1に相当する個人思考（見
とおし）の段階でのメインの課題（当面問うべき問）

を必ずしも必要としないところにも特徴がある。図

1における Jig活動はジグソー活動，Exp活動はエ
キスパート活動である。 

 
22)) ジジググソソーー法法をを活活用用ししたたアアククテティィブブ・・ララーーニニンンググ
のの提提案案  

提案するジグソー法を活用したアクティブ・ラー

ニングは，表 2のように 3つの Stepからなる。 
表表22  提提案案すするるジジググソソーー法法  

Step1 エキスパート活動 
Step2 ジグソー活動 
Step3 アウトプット活動 
 
まず初めに 3〜4人からなるホームグループ（ジ
グソーグループ）を形成し，ホームグループごとに

各エキスパート課題の担当者を基本的には生徒の

希望をもとに決める。Step1では，メインの課題（表
3）は提示せず，エキスパート活動から授業は始ま
る。エキスパートグループごとに，それぞれエキス

パート課題に取り組む（表 4から表 6）。次に，Step2
では，エキスパート活動に参加した生徒がホームグ

ループに戻り，ジグソー活動を行う。ジグソー活動

では，ホームグループごとに各エキスパート活動で

の内容を他の生徒に説明をする。さらに，エキスパ

ートの担当を変え，Step1に戻り，エキスパート活
動を行う。2回目の異なるエキスパート活動に参加
した生徒がホームグループになり，Step2のジグソ
ー活動を行う。エキスパート課題が 3 問ある場合
は，3回目を繰り返すことになる。そうすることで，
生徒はすべてのエキスパート活動に参加すること

になり，2回目と 3回目のジグソー活動では，同一
課題に対して複数のエキスパートが参加すること

になる。知識構成型ジグソー法では，各エキスパー

ト課題に対してジグソーグループごとに基本的に

は 1 人のエキスパートであるが，提案するジグソ
ー法では，1つのエキスパート課題に対して複数の
エキスパートが存在することになる。全員が必ず 1

回はすべてのエキスパート課題に取り組むことに

より，課題の理解を深まることが期待される。最後

の Step3では，メインとなる課題（表 3）を提示し，
クラス全体でまとめのアウトプット活動を行い，本

日の課題をまとめる。 
表表33  メメイインンのの課課題題  

座標平面上に，A(4,3)，B(5,12)があるとき，三
角形OABの面積を求めよ。ただし，Oは原点。 

  

表表44  エエキキススパパーートト課課題題（（ベベククトトルル））  

【【エエキキススパパーートト課課題題（（ベベククトトルル））】】  

座標平面上に，A(4,3)，B(5,12)がある。 
𝑂𝑂𝑂𝑂⃗⃗⃗⃗  ⃗ = 𝑎𝑎 ，𝑂𝑂𝑂𝑂⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ = 𝑏⃗𝑏 とするとき，次の問いに答えよ。 
(1) 三角形ABCの面積を，面積公式 

∆𝑂𝑂𝑂𝑂𝑂𝑂 = 1
2
√|𝑎𝑎 |2|𝑏⃗𝑏 |2 − (𝑎𝑎 ∙ 𝑏⃗𝑏 )2

 

を用いて求めよ。 

(2) ∆𝑂𝑂𝑂𝑂𝑂𝑂 = 1
2
√|𝑎𝑎 |2|𝑏⃗𝑏 |2 − (𝑎𝑎 ∙ 𝑏⃗𝑏 )2

を 

∆𝑂𝑂𝑂𝑂𝑂𝑂 = 1
2 |𝑎𝑎 |⌈𝑏⃗𝑏 ⌉ sin 𝜃𝜃を変形することで証

明せよ。（θ=∠AOBとする） 
表表55  エエキキススパパーートト課課題題（（図図形形とと方方程程式式））  

【【エエキキススパパーートト課課題題（（図図形形とと方方程程式式））】】  

座標平面上に，A(4,3)，B(5,12)がある。 
数学Ⅱの図形と方程式の中にある公式（点と直

線の距離）と「底辺×高さ÷2」のみを使って，
⊿OAB の面積を求めよ。（点と直線の距離を必
ず使うこと） 

表表66  エエキキススパパーートト課課題題（（図図形形とと計計量量））  

【【エエキキススパパーートト課課題題（（図図形形とと計計量量））】】  

座標平面上に，A(4,3)，B(5,12)がある。 
数学Ⅰの図形と計量（三角比）の公式（相互関係，

余弦定理，面積公式）並びに 2 点間の距離公式
と三平方の定理のみを使って，⊿OABの面積を
求めよ。 

  

33)) 授授業業内内容容  

((11))  授授業業実実践践  

➀➀実実践践日日：2019年 10月 23日（水）5校時 

繰り返す 

エキスパート課
題の担当を交換 
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②②指指導導者者：数学担当教諭 
③③使使用用教教科科書書：啓林館 新編数学Ⅰ，新編数学Ⅱ 
③③対対象象学学級級：県立高校 2学年理系クラス生徒 52名 
④④対対象象学学級級のの概概要要  

 対象生徒に対して，「数学は好き（好き）」「数学

は得意（得意）」「数学は役立つ（将来）」の質問を

4 件法（「はい」「どちらかと言えばはい」「どちら
かと言えばいいえ」「いいえ」，以下同様）で行った

（図 2）。その結果，対象生徒は「数学は好き」と
いう質問に肯定的回答（「はい」又は「どちらかと

言えばはい」と回答，以下同様）した生徒の割合は

96.2%（N=52）と多いが，「数学は得意」という質
問に肯定的回答をした生徒の割合は71.2%（N=52）
と先の項目より少ない。また，「数学は役に立つ」

という質問に肯定的回答した生徒の割合は高い

（94.2%，N=52）。また，「数学は好き」という質問
に対する肯定的回答（50名）と否定的回答〔（2名），
（「いいえ」又は「どちらかと言えばいいえ」と回

答，以下同様）〕について直接確率計算によると，

その偶然確率は p=0.0000（片側検定）であり，有
意水準 1%で有意であった。「数学は得意」という質
問に対して肯定的回答（37名）と否定的回答（15
名）について直接確率計算によると，その偶然確率

は p=0.0016（片側検定）であり，有意水準 1%で有
意であった。「数学は役に立つ」という質問に対し

て肯定的回答（49名）と否定的回答（3名）につい
て直接確率計算によると，その偶然確率は

p=0.0000（片側検定）であり，有意水準 1%で有意
であった。従って，対象学級は，数学が好きで得意

であり，数学が将来役に立つと考える生徒が多いと

言える。 

 
図図22  対対象象ククララススのの基基礎礎調調査査  

22))  質質問問紙紙調調査査のの結結果果とと考考察察  

((11))  「「自自分分のの考考ええををよよくく発発言言すするる」」のの結結果果  

「自分の考えをよく発言する」に対して肯定的回

答をした生徒の割合は，普段の授業では 48.1%
（N=52）であったが，ジグソー法の授業では89.2%
（N=51，無答の生徒が 1名，以下同様）と多かっ
た（図 3）。普段の授業とジグソー法の授業で「自
分の考えをよく発言する」に対する肯定的回答と否

定的回答の人数を調べた。「普段：肯定 25人，否定
27人」「ジグソー法：肯定 45人，否定 6人」で直
接確率計算を行った結果，その偶然確率は

p=0.0000（片側検定）であり，有意水準 1%で有意
であった。従って，ジグソー法の授業の方が普段の

授業よりも自分の考えをよく発言できたと言える。

さらに強い肯定的回答（「はい」と回答，以下同様）

と弱い肯定的回答（「どちらかと言えばはい」と回

答，以下同様）の人数を調べた。「普段：強い肯定

4人，弱い肯定 21人」「ジグソー法：強い肯定 30
人，弱い肯定15人」で直接確率計算を行った結果，
その偶然確率は p=0.0000（片側検定）であり，有
意水準 1%で有意であった。従って，ジグソー法の
授業のほうが普段の授業よりもより「自分の考えを

よく発言する」ことができると言える。 

 
図図33  「「自自分分のの考考ええををよよくく発発言言すするる」」のの結結果果  

  

((22)) 「「主主体体的的にに問問題題にに取取りり組組むむ」」のの結結果果  

「主体的に問題に取り組む」に対して肯定的回答

をした生徒の割合は，普段の授業では94.3%（N=52）
であったが，ジグソー法の授業では96.1%（N=51）
と多かった（図 4）。普段の授業とジグソー法の授
業で「主体的に問題に取り組む」に対する肯定的回

答と否定的回答の人数を調べた。「普段：肯定49人，
否定 3人」「ジグソー法：肯定 49人，否定 2人」
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また，これは知識構成型ジグソー法の一部と捉え

ることもできるが，Step1に相当する個人思考（見
とおし）の段階でのメインの課題（当面問うべき問）

を必ずしも必要としないところにも特徴がある。図

1における Jig活動はジグソー活動，Exp活動はエ
キスパート活動である。 
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表表22  提提案案すするるジジググソソーー法法  
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Step2 ジグソー活動 
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まず初めに 3〜4人からなるホームグループ（ジ
グソーグループ）を形成し，ホームグループごとに

各エキスパート課題の担当者を基本的には生徒の

希望をもとに決める。Step1では，メインの課題（表
3）は提示せず，エキスパート活動から授業は始ま
る。エキスパートグループごとに，それぞれエキス

パート課題に取り組む（表 4から表 6）。次に，Step2
では，エキスパート活動に参加した生徒がホームグ

ループに戻り，ジグソー活動を行う。ジグソー活動

では，ホームグループごとに各エキスパート活動で

の内容を他の生徒に説明をする。さらに，エキスパ

ートの担当を変え，Step1に戻り，エキスパート活
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は 1 人のエキスパートであるが，提案するジグソ
ー法では，1つのエキスパート課題に対して複数の
エキスパートが存在することになる。全員が必ず 1

回はすべてのエキスパート課題に取り組むことに

より，課題の理解を深まることが期待される。最後

の Step3では，メインとなる課題（表 3）を提示し，
クラス全体でまとめのアウトプット活動を行い，本

日の課題をまとめる。 
表表33  メメイインンのの課課題題  

座標平面上に，A(4,3)，B(5,12)があるとき，三
角形OABの面積を求めよ。ただし，Oは原点。 

  

表表44  エエキキススパパーートト課課題題（（ベベククトトルル））  

【【エエキキススパパーートト課課題題（（ベベククトトルル））】】  

座標平面上に，A(4,3)，B(5,12)がある。 
𝑂𝑂𝑂𝑂⃗⃗⃗⃗  ⃗ = 𝑎𝑎 ，𝑂𝑂𝑂𝑂⃗⃗ ⃗⃗  ⃗ = 𝑏⃗𝑏 とするとき，次の問いに答えよ。 
(1) 三角形ABCの面積を，面積公式 

∆𝑂𝑂𝑂𝑂𝑂𝑂 = 1
2
√|𝑎𝑎 |2|𝑏⃗𝑏 |2 − (𝑎𝑎 ∙ 𝑏⃗𝑏 )2

 

を用いて求めよ。 

(2) ∆𝑂𝑂𝑂𝑂𝑂𝑂 = 1
2
√|𝑎𝑎 |2|𝑏⃗𝑏 |2 − (𝑎𝑎 ∙ 𝑏⃗𝑏 )2

を 

∆𝑂𝑂𝑂𝑂𝑂𝑂 = 1
2 |𝑎𝑎 |⌈𝑏⃗𝑏 ⌉ sin 𝜃𝜃を変形することで証

明せよ。（θ=∠AOBとする） 
表表55  エエキキススパパーートト課課題題（（図図形形とと方方程程式式））  

【【エエキキススパパーートト課課題題（（図図形形とと方方程程式式））】】  

座標平面上に，A(4,3)，B(5,12)がある。 
数学Ⅱの図形と方程式の中にある公式（点と直

線の距離）と「底辺×高さ÷2」のみを使って，
⊿OAB の面積を求めよ。（点と直線の距離を必
ず使うこと） 

表表66  エエキキススパパーートト課課題題（（図図形形とと計計量量））  

【【エエキキススパパーートト課課題題（（図図形形とと計計量量））】】  

座標平面上に，A(4,3)，B(5,12)がある。 
数学Ⅰの図形と計量（三角比）の公式（相互関係，

余弦定理，面積公式）並びに 2 点間の距離公式
と三平方の定理のみを使って，⊿OABの面積を
求めよ。 

  

33)) 授授業業内内容容  

((11))  授授業業実実践践  

➀➀実実践践日日：2019年 10月 23日（水）5校時 

繰り返す 

エキスパート課
題の担当を交換 
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で直接確率計算を行った結果，その偶然確率は

p=0.5093（片側検定）であり，有意ではなかった。
従って，ジグソー法の授業の方が普段の授業より主

体的に問題に取り組めたとは言えない。これは普段

の授業から主体的に問題に取り組んでいる（94.3%）
ためと考えられる。さらに強い肯定的回答と弱い肯

定的回答の人数を調べた。「普段：肯定 20人，弱い
肯定 29人」「ジグソー法：肯定 36人，弱い肯定 13
人」で直接確率計算を行った結果，その偶然確率は

p=0.0196（片側検定）であり，有意水準 5%で有意
であった。従って，ジグソー法の授業では，主体的

に取り組む生徒はより主体的に取り組むことがで

きると言える。 

 
図図44  「「主主体体的的にに問問題題にに取取りり組組むむ」」のの結結果果  

  

((33)) 「「学学習習内内容容ががよよくく理理解解ででききるる」」のの結結果果  

「学習内容がよく理解できる」に対して肯定的回

答をした生徒の割合は，普段の授業では 88.5%
（N=52）であったが，ジグソー法の授業では92.2%
（N=51）と多かった（図 5）。普段の授業とジグソ
ー法の授業で「学習内容がよく理解できる」に対す

る肯定的回答と否定的回答の人数を調べた。「普段：

肯定 46人，否定 6人」「ジグソー法：肯定 47人，
否定 4人」で直接確率計算を行った結果，その偶然
確率は p=0.3830（片側検定）であり，有意ではな
かった。さらに強い肯定的回答と弱い肯定的回答の

人数を調べた。「普段：強い肯定 20 人，弱い肯定
26人」「ジグソー法：強い肯定 28人，弱い肯定 19
人」で直接確率計算を行った結果，その偶然確率は

p=0.0891（片側検定）であり，有意傾向であった。
従って，ジグソー法の授業では，学習内容がよく理

解できる生徒はより学習内容がよく理解できるよ

うになる可能性があると言える。 

 
図図55  「「学学習習内内容容ががよよくく理理解解ででききるる」」のの結結果果  

  

((44)) 「「他他のの生生徒徒のの考考ええ方方ががよよくく分分かかるる」」のの結結果果  

「他の生徒の考え方がよく分かる」に対して肯定

的回答をした生徒の割合は，普段の授業では86.2%
（N=52）であったが，ジグソー法の授業では94.1%
（N=51）と多かった（図 6）。普段の授業とジグソ
ー法の授業で「他の生徒の考え方がよく分かる」に

対する肯定的回答と否定的回答の人数を調べた。

「普段：肯定 45人，否定 7人」「ジグソー法：肯
定48人，否定3人」で直接確率計算を行った結果，
その偶然確率は p=0.1674（片側検定）であり，有
意ではなかった。さらに強い肯定的回答と弱い肯定

的回答の人数を調べた。「普段：強い肯定 18人，弱
い肯定 27人」「今回：強い肯定 35人，弱い肯定 13
人」で直接確率計算を行った結果，その偶然確率は

p=0.0013（片側検定）であり，有意水準 1%で有意
であった。従って，ジグソー法の授業では，他の生

徒の考え方がよく分かる生徒はより他の生徒の考

え方がよく分かると言える。 

 
図図66「「他他のの生生徒徒のの考考ええ方方ががよよくく分分かかるる」」のの結結果果  

  

((55)) 「「先先生生のの説説明明はは分分かかりりややすすいい」」のの結結果果  

「先生の説明は分かりやすい」に対して肯定的回

答をした生徒の割合は，普段の授業では 96.1%
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（N=52），ジグソー法の授業では 82.3%（N=51）
と低い（図７）。普段の授業とジグソー法の授業で，

「先生の説明は分かりやすい」に対する肯定的回答

と否定的回答の人数を調べた。「普段：肯定 50人，
否定 2人」「ジグソー法：肯定 42人，否定 9人」
で直接確率計算を行った結果，その偶然確率は

p=0.0238（片側検定）であり，有意水準 5%で有意
であった。さらに強い肯定的回答と弱い肯定的回答

の人数を調べた。「普段：強い肯定 36人，弱い肯定
14人」「ジグソー法：強い肯定 25人，弱い肯定 17
人」で直接確率計算を行った結果，その偶然確率は

p=0.1493（片側検定）であり，有意ではなかった。
これらの結果は，ジグソー法の授業ではほとんど先

生の説明の時間がないためと考えられる。 

 
図図77「「先先生生のの説説明明はは分分かかりりややすすいい」」のの結結果果  

  

((66)) 「「他他のの生生徒徒ととよよくく意意見見交交換換すするる」」のの結結果果  

「他の生徒とよく意見交換する」に対して肯定的

回答をした生徒の割合は，普段の授業では 90.4%
（N=52），ジグソー法の授業でも 100%（N=51）
と高い（図 8）。普段の授業とジグソー法の授業で，
「他の生徒とよく意見交換する」に対する肯定的回

答と否定的回答の人数を調べた。「普段：肯定47人，
否定 5人」「ジグソー法：肯定 51人，否定 0人」
で直接確率計算を行った結果，その偶然確率は

p=0.0297（片側検定）であり，有意水準 5%で有意
であった。従って，ジグソー法の授業では，普段の

授業よりも他の生徒とよく意見交換することがで

きると言える。さらに強い肯定的回答と弱い肯定的

回答の人数を調べた。「普段：強い肯定 31人，弱い
肯定 16人」「ジグソー法：強い肯定 39人，弱い肯
定 12人」で直接確率計算を行った結果，その偶然
確率は p=0.1770（片側検定）であり，有意ではな

かった。 

 
図図88「「他他のの生生徒徒ととよよくく意意見見交交換換すするる」」のの結結果果  

  

((77)) ジジググソソーー法法にによよるる授授業業のの評評価価  

 ジグソー法による授業について，以下の①から⑦

までの 7項目について，4件法で質問した（図 9）。
その結果，肯定的回答の割合が最も低いもの（➀ジ

グソー法は簡単である）でも 65.4%あり，ジグソー
法による授業は，概ね肯定的に考えられていると言

える。 
① ジグソー法は，簡単である。【簡単】 
② 数学の学習内容の理解に役に立つ。【理解】 
③ 他の生徒の考え方を知ることができる。【生徒】 
④ 積極的に自分の考えを発表できる。【発表】 
⑤ 自分の考えや解法をまとめるのに役に立つ。【まとめ】 

⑥ 数学の問題を解くのに役に立つ。【解く】 
⑦ ジグソー法による数学の授業は，好きである。【好き】 

 
図図99  ジジググソソーー法法にによよるる授授業業のの評評価価  

 
ジグソー法による授業について，①から⑦までの
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で直接確率計算を行った結果，その偶然確率は

p=0.5093（片側検定）であり，有意ではなかった。
従って，ジグソー法の授業の方が普段の授業より主

体的に問題に取り組めたとは言えない。これは普段

の授業から主体的に問題に取り組んでいる（94.3%）
ためと考えられる。さらに強い肯定的回答と弱い肯

定的回答の人数を調べた。「普段：肯定 20人，弱い
肯定 29人」「ジグソー法：肯定 36人，弱い肯定 13
人」で直接確率計算を行った結果，その偶然確率は

p=0.0196（片側検定）であり，有意水準 5%で有意
であった。従って，ジグソー法の授業では，主体的

に取り組む生徒はより主体的に取り組むことがで

きると言える。 

 
図図44  「「主主体体的的にに問問題題にに取取りり組組むむ」」のの結結果果  

  

((33)) 「「学学習習内内容容ががよよくく理理解解ででききるる」」のの結結果果  

「学習内容がよく理解できる」に対して肯定的回

答をした生徒の割合は，普段の授業では 88.5%
（N=52）であったが，ジグソー法の授業では92.2%
（N=51）と多かった（図 5）。普段の授業とジグソ
ー法の授業で「学習内容がよく理解できる」に対す

る肯定的回答と否定的回答の人数を調べた。「普段：

肯定 46人，否定 6人」「ジグソー法：肯定 47人，
否定 4人」で直接確率計算を行った結果，その偶然
確率は p=0.3830（片側検定）であり，有意ではな
かった。さらに強い肯定的回答と弱い肯定的回答の

人数を調べた。「普段：強い肯定 20 人，弱い肯定
26人」「ジグソー法：強い肯定 28人，弱い肯定 19
人」で直接確率計算を行った結果，その偶然確率は

p=0.0891（片側検定）であり，有意傾向であった。
従って，ジグソー法の授業では，学習内容がよく理

解できる生徒はより学習内容がよく理解できるよ

うになる可能性があると言える。 

 
図図55  「「学学習習内内容容ががよよくく理理解解ででききるる」」のの結結果果  

  

((44)) 「「他他のの生生徒徒のの考考ええ方方ががよよくく分分かかるる」」のの結結果果  

「他の生徒の考え方がよく分かる」に対して肯定

的回答をした生徒の割合は，普段の授業では86.2%
（N=52）であったが，ジグソー法の授業では94.1%
（N=51）と多かった（図 6）。普段の授業とジグソ
ー法の授業で「他の生徒の考え方がよく分かる」に

対する肯定的回答と否定的回答の人数を調べた。

「普段：肯定 45人，否定 7人」「ジグソー法：肯
定48人，否定3人」で直接確率計算を行った結果，
その偶然確率は p=0.1674（片側検定）であり，有
意ではなかった。さらに強い肯定的回答と弱い肯定

的回答の人数を調べた。「普段：強い肯定 18人，弱
い肯定 27人」「今回：強い肯定 35人，弱い肯定 13
人」で直接確率計算を行った結果，その偶然確率は

p=0.0013（片側検定）であり，有意水準 1%で有意
であった。従って，ジグソー法の授業では，他の生

徒の考え方がよく分かる生徒はより他の生徒の考

え方がよく分かると言える。 

 
図図66「「他他のの生生徒徒のの考考ええ方方ががよよくく分分かかるる」」のの結結果果  

  

((55)) 「「先先生生のの説説明明はは分分かかりりややすすいい」」のの結結果果  

「先生の説明は分かりやすい」に対して肯定的回

答をした生徒の割合は，普段の授業では 96.1%
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7項目について，肯定的回答と否定的回答の状況を
調査した。カイ二乗検定を行った結果，項目間の人

数差が有意だった（χ2(6)=27.340,p<.01）。残差分
析の結果（表 7），「① ジグソー法は，簡単である」
では否定的回答が有意に多く，「③ 他の生徒の考え
方を知ることができる」では肯定的回答が有意に多

かった。「⑦ ジグソー法による数学の授業は好きで
ある」では肯定的回答が有意に少なかった。従って，

ジグソー法は他の項目に比べ簡単であるや，好きで

あると捉えている生徒は少ないことが分かる。また，

ジグソー法による授業は，他の項目に比べ，他の生

徒の考えを知ることができると捉えられ，積極的に

自分の意見を発表できる可能性があることが分か

る。 
表表77  残残差差分分析析のの結結果果  

項目 肯定的回答 否定的回答 
① 簡単である -3.806** 3.806 ** 
② 数学の学習内容の理
解に役に立つ 1.038 ns -1.038 ns 

③ 他の生徒の考え方を
知ることができる 2.249* -2.249 * 

④ 積極的に自分の考え
を発表できる 1.845 + -1.845+ 

⑤ 自分の考えや解法を
まとめるのに役に立つ 1.038ns -1.038 ns 

⑥ 数学の問題を解くの
に役に立つ 0.231 ns 0.231ns 

⑦ ジグソー法による数
学の授業は好きである -2.595** 2.595** 

+p<.10   *p<.05   **p<.01   ns p>.10 
 
33))  アアンンケケーートトのの記記述述内内容容  

ジグソー法についての主な自由記述では，人に教

えることでより，新たな課題を見つけたり（S3），
理解が深まることができたり（S2）という意見が多
かった。一方で，分からないときには分からない

（S5）という意見もあり，課題と言える（表 8）。 
表表88  主主なな自自由由記記述述  

S1：人に教えるという段階を踏むことで理解した
つもりになっているだけのところを発見でき

て，復習に生かせると感じた。 
S2：ジグソー法を使うことによって，いつもより他
の人の意見を聞く機会が増え，自分の意見と比

較して，考えを深めることができた。 

S3：自分で説明できるように，まず自分が理解し，
他の人の説明を聞くことで，新たな疑問が出た

りと，深く理解することにつなげられる。 
S4：説明を長く聞くよりも，自分たちで話し合った
方が理解できるし，他の人の解き方なども参考

にできる。 
S5：ジグソーだと，説明が分かるときはとても分か
るが，分からないときは本当に誰の説明を聞い

ても，自分で考えてもわからない。本当にわかる

か，本当にわからないしかない。 

 
４４．．ままととめめとと課課題題  

ジグソー法を活用したアクティブ・ラーニングの

授業は，生徒は普段の授業よりも，①自分の考えを

よく発言できること，②他の生徒とよく意見交換で

きることが明らかとなった。また，普段から自分の

考えをよく発言し，主体的に問題に取り組み，他の

生徒の考え方がよく分かる生徒は，ジグソー法を活

用したアクティブ・ラーニングの授業では，さらに

分の考えをよく発言し，主体的に問題に取り組み，

他の生徒の考え方がよく分かることが分かった。 
ジグソー法を活用したアクティブ・ラーニングの

授業に対して，簡単であるや好きである生徒は他の

項目に比べ多くはなかった。実践回数が少ないこと

が原因の１つとも考えらえるが，今後の課題である。 
 
注注記記  

(1)  本研究でのジグソー法は第2著者である小田

島が考案したものであり，講演等では「小田島

式ジグソー法」として発表されている。 

(2)  授業にご協力を頂きました先生と生徒に感

謝申し上げます。 
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